
霞

石

の

性

状

と

其

用

逸(

ゥ

ロ

グ

ヴ

エ

ツ
)

鵬

蝦

の

性

質

霞
石
は
二
三
の
火
成
岩
即
ち
梶
看
閃
長
岩
及
ミ
ア
ス

ク
岩

(
M
i
aski
t)
の
主
成
分
の

一
つ
と
し
て
現
は
れ
見

輝
霞
岩
(
Ij

oiithe
)
や
ウ

ル
タ
イ
ト
(U
rtit)
等
の
脈
岩

は
其
七
〇

-八
〇

%
が
こ
の
焼
物
か
ら
成
っ
て
な
る
｡

税
政

五
-
六
度

此
韮

二
､五
八
-
二
､
六
四

姉
晶

六

方
晶
系

電
石
は
二
種
板
に
匿
別
す
る
都
が
出
乗
る
､
(
一
)
は

輿
の
霞
石
(
N
ep
h
elin
)
で
無
色
か
白
色
か
諸
種
の
灰
色

を
量
し
た
小
柿
晶
を
な
し
'
噴
出
岩
中
に
在
る
.
(
二
)

は
脂
光
石
(
E
lio
l
ith
)
で
多
-
は
結
晶
形
を
現
は
さ
す

不
透
明
乃
至
透
明
の
褐
色
'
黒
鞠
色
'
衣
色
叉
は
純
色

の
も
の
で
､
洗
成
岩
の
中
に
布
衣
す
る
｡
こ
の
鶴
物
は

脂
肪
光
輝
を
持
つ
故
に
こ
の
名
桐
を
得
た
の
で
あ
る
｡

其
化
袋
成
分
に
は
分
析
表
で
見
る
棟
に
多
最
の
聾
士
及

ア
ル
カ
-

(
K
=0

よ
-
も
甚
だ
優
つ
尭

N
a
P

を
合

田
石

の
性
舵
と
井
川
絵

ん
で
居
る
)
を
含
有
し
て
居
る
｡

乾
布
の
化
数
式
は
米
だ
確
定
し
て
は
居
ら
ぬ
'
箇
罫

に
し
て

N
aA
!S
iO
ふ
叉
は

N
aeA
71S
iuO
s
.ij
し
て
示
さ

れ
る
が
多
分

(
N
aK

)sATsS
i,O
si
竺
ポ
し
た
ガ
が
餓
分

正
し
い
で
あ
ら
-
｡

何
故
な
ら
ば
霞
石
に
は
始
め
の
式

に
比
較
し
て
常
に

S
iO
t勺
が
飴
分
に
あ
る
事
が
著
し
い

か
ら
で
あ
る
｡
こ
の
焼
物
の
熔
融
鮎
は
千
二
百
度
附
淀

で
長
石
の
琴

fJ
甚
だ
似
て
居
る
霞
石
は
熔
融
す
る
だ
白

色
不
透
明
の
塊
だ
な
る
.

定

紋

霞
石
の
露
西
鵡
以
外
の
著
名
な
産
地
は
南
許
成
の
ラ

ン
グ
ガ
ン
ド
｡
フ
ヰ
ヨ
ル
ド

(
L
an

ges
undfj.
rd
)
'
西

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
挽
北
ア
メ
-
カ

の
所
即々
ち
ア
-
カ

ン
サ

ス
州
の

マ
グ
ネ
ッ
ト
｡
コ
ー
プ

(
M
a
gn
et
C
ove
)

メ
ー
ン
州
-

ツ
チ
フ
ヰ
-
ル
ド
(
L
itch
fieid
)
の
ガ

ア

デ
イ

ニ
ー
ア

(
G
a
rd
in
iel
)
'
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州

昂九

三
1
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三
二

A
-
ヒ
ソ
ク

エ
の
鎖
物
串
納
瀕
か
ら
引
用
L
L1
四
つ
の
分
析
拍
苑

の
平
均
と
し
て
D
t
S
､

ベ
ル
ヤ
シ
キ
ン
氏
に
ょ
り
て
計
許

さ
れ
た
も
の
で

ウ
ラ

ルの
イ
〃
メ
ソ

(Il
m

e
n
)
山
の
霞
石

B
-
イ
ル
メ
ソ
の
田
石
の

八

つ
の
介

折
の

平

均

C
-
イ
ル

メ

ゾ
山
の
胎
兜
石

D
=
ウ
1.

ぺ

チ
タ
(
U
m
p
rc
k
)S
.井
出
の
鰭
石
閃
長
･:有

E
1-
ウ
ム
ぺ
テ
ク
の
北
姑
の
鰐
石
閃
長
岩

F
=
チ
ビ
ナ
凍
脱
の
綬
石
砂

G
及
H
-
チ
ビ
ナ
停
非
場
附
淀
の
イ
マ
ン
ド
ラ
湖
の
砂

Ⅰ
=

班
別
さ
れ
た
霞
石
､
チ
ビ
ナ
の
チ
ャ
ス
ナ
チ
ヨ
ル

(T
sc
ha-

sn
a
tsc
h
o
rr)
の
山
頂

Z
'
P
t
ウ
レ
,>
ス
キ
ー
(W
rew
sk
y)

民

分
析

の
サ

レ
ム
(S
aiem
)
等
に
於
け
る
脂
光
石
閃
長
岩

ペ
グ

や
タ
イ
,L
の
中
で
あ
る
｡
露
西
丑
の
産
地
は
次
の
地
方

で
あ
る
｡
即
ち

コ
ラ
牛
島
p
タ
ラ
ル
地
方
及
び
東
部
サ

ヤ

-
ネ
ン

(S
aj
an
e
n)
地
方
で
あ
る
｡

コ
ラ
牛
島
の
チ

ビ

ナ
漆

原

(C
h
ib
in

a･

T
u
nd
ra)
で
は
霞
石
は

一
方
で
は

大
塊
を
な
す
霞
石

閃

長

岩
塩
に
輝
霞
岩
及
ウ

ル
タ
イ
ト

の
様
な
脈
岩
の
主
成
分
だ
L
で
産
出
し
､
他
方
で
は
ペ

グ

マ
タ
イ
ト
脈
の
分
解
物
中
に
現
出
す
る
｡
後
者
だ
L



て
覗
拍
す
る
｡
蚤
は
極
め
て
少
LL･.
い
か
ら
霞
石
を
有
す

る
岩
石
の
み
が
撒
水
に
放
て
は
釆
要
な
も
の
で
あ
る
こ

E
は
明
か
で
あ
る
｡
薯
際
に
は
霞
石
閃
長
岩
の
君
乱
物

即
ち
霞
石
砂
が
現
に
考
察
に
倍
す
る
も
の
で
あ
る
｡
チ

ビ
ナ
凍
原
の
金
匿
域
は
･T
マ
ン
ド
ラ
(
Im
and
ra)
湖
の

兼
岸
に
滑
ひ
て
延
び
て
ゐ
る
ム
ル

マ
ン
(
M
urm
an
)故

遺
線
の
す
ぐ
傍
に
あ
る
｡
筒
石
閃
長
岩

は
政
道
か
ら
魔

に
四
粁
離
れ
て
分
布
し
て
屠
る
｡
輝
霞
岩
及
タ
ル
ク
イ

ト
の
様
な
電
着
に
富
ん
だ
脈
岩
は
チ
ビ
ナ
凍
原
の
中
央

部
に
構
っ
て
居
て
優

々
含
燐
灰
石
岩
粗
だ

一
緒
に
t･･b
つ

て
出
る
｡
霞
石
閃
長
岩
の
分
解
物
即
ち
霞
石
砂
は
山
間

河
流
や
谷
に
集
積
し
て
屠
る
｡
乾
石
砂
の
厚
い
堆
積
は

イ

マ
ン
ド
ラ
湖
東
岸
の
之
に
狂
ぐ
河
川
の
河
口
に
賦
春

す
る
〇

一
九
二
七
年
の
夏
ポ
リ
ヅ
ソ
ブ
(
B
.ri'SS.f)
数
軽
は

次
の
霞
石
秒
の
大
鶴
床
を
載
究
し
死

｡
即
ち
銭
道
線
路

の
す
ぐ
わ
き
の
''Tl
ル
ゾ
フ
ク
(
G
o
7120
W

k
)
川
'
ぺ
チ
ャ

ナ
ヤ
(
P
etsh
an
aja)
川
及

了
フ
ヤ
｡
ベ

ラ
ヤ

(
M
aiaja

B
elaja
)

の

河
口
で
あ
る
｡
そ
の
霞
石
砂
の
ア
〝
カ
リ

含
有
蓋
は

l
三
%
か
ら

一
六
%
で
'
其
埋
減
畳
は
十
分

田
石
の
性
状
と
北
昂

途

ま

だ調
査
は
出
凍
て
屠
な
い
が
十
常
噸
に
達
し
で
居
る

ウラ
ル
で
は
特
に
イ
〝
メ
ソ
山
が
電
着
に
愚
富
で
あ

る
が
､
そ

こ
で
は
同
時
に
脂
光
石
閑
長
石

(
ミ
ア
ス
ク

岩
)
だ
共
に
順
光
石
に
富
ん
だ
岩
脈
を
も
産
出
L
t
こ

の
脈
岩
に
は
非
常
に
純
粋
で
品
質
均

一
な
る
臓
光
石
を

有
す
る
を
以
て
特
徴
ビ
す
る
｡

東
部
サ
ヤ
ー
ネ
ン
地
方
で
は
ポ
ト
ゴ
ル
ス
キ
ー
.
ゴ

レ

ア
(
Bo
t

og
ollSk
.･G
olez
)
の
ア
ル
カ
リ
岩
頻
の
山
塊

に
は
輝
石
霞
石
閃
長
岩
が
申
越
し
で
屠
る
｡
こ
莞

万
石

の
霞
石
の
含
有
量
は
O
.&
ら
三
〇
%
瓦
ま
で
の
内
で
鼻

る
｡
こ
の
産
地
は
霞
石
の
鋪
床
だ
し
て
資
際
の
債
椴
は

な

い
0

其
飽
食
霞
石
岩
頻
は
次
の
地
方
で
諏
め
ら
れ
て
居
る

即
ち
白
海
の
傍
の
ツ
エ
リ
ー

(
T
u
ry
)
岬
の

マ
ッ
ク
ポ

〟
(
M
ariu
p
o
l)
の
凶
近
の
ミ
ヌ
シ
ン
ス
ク

(
M
in
u
ssi･

nsk
)
地
方
､
樺
太
'
ト
ル
キ
ス
タ
ン
､
空
ブ
タ
シ

ャ
ン

ク
ル

(
S
eraw
sch
an
tai)
等
で
あ
る
｡

用

途

霞
石
の
薯
際
的
用
途
は
最
近
ま
で
極
-
倭
で
あ
っ
た

北
ア
メ

ッ
カ
で
菜
麓
に
色
の
つ
い
た
脂
光
石
は
カ
ポ
ッ

一
-室

三
三



純

減

節
十

7
怨

･b

m
ン
形
に
琢
磨
さ
れ
る
が
､
露
酉
盃
で
は
裟
飾
AfJ
し

て
佐
用
さ
る
ゝ
順
光
石
は
未

だ知
ら
れ
て
居
な
か
っ
た

霞
石
の
中
に
ア
ル
カ
-
含

有の
多
い
事
及
溶
融
鹿
が

長
石
の
東
に
近
い
革

は
製
陶
業
や
ガ
ラ
ス
工
業
に
霞
石

を
使
用
す
る
事
の
可
能
な
る
革
む
こ不
し
て
屠
る
｡

1
九

二
ハ
年
'
ポ
ポ
ッ
プ
(

A
,
P
o
p
o
ff)
氏
は
イ
ル
メ
ソ
地
方

の
ア
ル
カ
-
土
瓶
及
碁

士

に

富
ん
だ
脂
光
石
を
放
瑚
製

造
に
使
用
す
る
事
に
就
て
の
間
闇
を
提
出
し
た
｡
彼
の

審
臓
に
よ
れ
ば
所
謂
イ
ル
メ
ソ
の
原
料
は
ブ
-
キ
上
の

揖
郷
製
作
に
際
し
､
完
金
に
諾
威
の
長
石
に
代
用
L
碍

べ
き
も
の
で
あ
る
軍
を
簡
明
し
た
｡

1
九
二
三
年
P

｡

A

･セ
ム
ヤ
チ
エ
ン
ス
キ
ー
(S
e且
atsch
ensky
)
数
接

に
よ
-
て
チ
ビ
ナ
山
の
麓

に
多
量
に
集
積

した
乾
布
の

大
塊
及
霞
石
珪
貿
岩
槻
の
小
片
視
に
イ
マ
ン
ド
ラ
湖
の

砂
を
成
し
た
帥
か
な
材
料
は
劣
等
な
る
滑
子
製
作
に
利

用
す
る
の
可
能
を
苛
明
し
た
｡

一
九
二
七
年

レ
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
の
問
立
陶
鵜
研
究
所
で
霞
石
閃
長
岩
か
ら
硝
子

を
製
造
す
る
研
究
が
行
は
れ
だ
.
こ
れ
に
は
分
析
表
の

F

及
H
に
示
し
た
化
撃
成
分
の
霞
看
砂
が
用
ひ
ら
れ
た

鎧
石
閃
長
岩
は
何
の
混
和
物
を
も
混
ぜ
や
に
か
な
も
,餐

飾
五
駿

蔓

】

三

四

易
に
溶
け
た
｡

然

し
其
際
気
泡
に
よ
ゎ
て
充
さ
れ
た
る

番
い
塊
を
生
じ

た

'
こ
の
塊
は
そ
れ
以
上
に
加
工
し
得

ぬ
程
強
靭
で
あ
っ
て
大
に
骨
を
折
っ
て
こ
の
塊
で
億
に

小
球
を
作
る
こ
だ
が
出
雄
花
.

1
腎
研
究
を
進
め
て
酒

手
の
製
法
を
良
-
し
且
速
か
に
す
る
籍
め
に
先
づ
自
重

及
石
英
を
､
終
-
に
約

一
%
の
硫
酸
鴎
を
混
和
し
た
｡

そ
れ
で
政
も
溶
け
易
-
且
加
工
し
村
べ
き
椅
子
は
次
の

如
き
成
分
を
特
化
ね
ば
な
ら
ぬ
笠
石
ふ
罫
を
確
定
し
た

S
iO
2-
6
1
.0
%

A
IBO
S=
9.∞
oji

F
e10
3-
1
,6
0,Jo

C
a
O
=
21
.0
0/O

内
相
0

+

N
a
柑0
-

番
7
.0
0jo

こ
の
硝
子
は
次

の
如
き
溶

剤

の
訓

令
に

よ
っ
て
成
立
っ

た
も
の
で
あ
る
｡

霞
石
-
-

一
〇
〇
分

秒
-
三

一
〇
五
分

自
重
‥
-
-
･九
五
分

硫
酸
飽
-
二
二
分

こ
の
,研
究
に
披
い
て

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
近
い
ド
ル

シ
ユ
ナ
ヤ
;
rn
ル
カ
(D
lu
SCh
n
aja
G
o
rk
l
)
工
場
及
ト

ル
コ
ゲ
イ
チ
(
T
o
rk
o
w
itsch
i)
工
場
に
於
で
牛
工
業
的

の
規
模
で
製
作
す
る
ま
で
に
聴
達
し
た
｡

霞
石
椅
子
の
溶
融
の
有
蔵
を
普
通
の
尊
連
硫
酸
魔
法

に
依
る
溶
融
ピ
同
時
に
行
っ
て
見
る
ビ
普
通
の
工
程
を



辿
っ
て
行
き
､
然
か
も
後
者
の
方
法
に
よ
る
溶
融
に
後

れ
る
朗
は
少
し
も
な
か
っ
た
｡
霞
石
碑
子
で
製
造
し
た

酒
曜
及
ゼ
γ

7
ス
鋭
水
噛
(波
線
及
快
線
色
の
)
は
其
外

観
に
於
で
普
通
の
も
の
ど
抵
別
さ
る
べ
き
鮎
は

l
っ
も

な
い
｡
相
子
の
加
工
は
千
二
百
度
以
下
で
行
は
れ
る
｡

槽
の
敢
高
塩
度
は
千
四
百
五
十
度
ま
で
上
る
｡
現
在
で

は
製
陶
研
究
所
に
於
で
純
粋
昔
年
白
の
硝
子
を
柑
ん
だ

す
る
研
究
が
行
は
れ
で
屠
る
｡

霞
石
相
子
は
轡
蓮
椀
醸
魔
椅
子
に
対
し
て
次
の
如
き

特
徴
を
有
す
る
｡

(
〓
混
合
物
の
慨
萌
の
安

い
部

(
二
)製
造
能
力
が
約

.i
C
乃
至

一
五
%
高
い
薪
何
故

L･B
れ
ば
普
通
の
も
の
よ
-
は
霞
石
借
手
の
仕
事
は

早
-
粗
凍
る
か
ら

(
≡
)糟
を
腐
蝕
す
る
作
用
の
少
な
い
こ
ビ

rrL凹
)滑
子
の
抵
抗
力
の
高
い
こ
!̂J
｡
特
.i
霞
石
滑
子

の
抵
抗
は
ア
ル
カ
-
に
封
し
て
高
-
､
其
の
溶
離

度
は
普
通
の
幡
硝
子
に
於
け
る
よ
ril
も
約
二
十
倍

乃
至
二
十
五
僧
小
さ
い
｡

鮫
石
の
仲
秋
と
共
用
曲
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霞
石
閃
長
岩
は
農
業
に
於
で
加
盟
代
用
晶

だし
て
用

ひ
ら
れ
る
î)云
ふ
事
も
霧
栗
で
あ
る
O

p
.
A
t
ポ
リ

ツ
ソ
ヅ
フ
(
B
or
iss
o
ff)
致
接
の
提
唱

に
よ
-
て
ム
ル

マ

ン
(
A
fI
ll
r日

昌
)

地
方

の
沼
喋
地
の
土

質
改
良
が
霞
石
砂
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
｡
之
に
よ
っ

て
霞
石
閃
長
岩
は
植
物
の
発
番
に
封
す
る
伽
里
の
根
源

ビ
し
て
役
立
つ
事
を
澄
明
し
た
.
霞
石
を
以
て
施
肥
さ

れ
た
畑
地
だ
収
穫
は
施
肥
さ
れ
な
か
っ
た
土
地
の
収
穫

よ
-
は

一
九
二
六
年
に
三

1
%
'

一
九
二
七
年
に
は
六

三

%
だ
け
苗
か
っ
た
｡
霞
石
閃
長
岩
を
施
肥
す
る
に
皆

量
三

三
五



地

油

解
十

7
懸

っ
て
は
畳
に
於
で
加
里
の

一
に
封
し
之
の
八
が
使
用
さ

れ
た

需

要

霞
石
は
今
や
漸
-
漁
僻
の
試
脇
時
代
か
ら

一
歩
踏
み

閏
し
た
ば
か
-
の
新
し
い
工
業
原
料
で
あ
っ
て
其
の
露

閣
蓮
の
工
場

に
放

け
る
需
要
は
未
だ
明
で
な
い
｡
中
央

化
撃
工
業
省
は

ム
ル
マ
ン
政
道
に
二
常
乃
至
三
苗
噸
を

供
給
す
る
こ
亡
に
摘
し
て
照
脅
し
た
｡
試
倣
的
に
中
央

化
隼
工
業
省
か
ら
露
西
並
の
中
部
地
方
の
相
子
工
場
の

薦
め
に
二
〇
貨
車
の
原
料
が
要
求
さ
れ
た
｡
霞
石
硝
子

製
造
に
至

る
過
渡
期
に
は
北
部
､
北
西
部
及
中
央
部
地

方
に
於
け
る
貨
車
運
賃
の
有
利
な
工
場
で
の
ふ

常
よ
れ

る
な
ら
ん
三

石
ふ
革
は
尤
も
な
こ
E
で
あ
る
｡
闇
連
及

硫
酸
鰻
が
要
償
で
面
も
遠
-
に
運
ぶ
事
を
婁
L
t･b
い
南

部
の
工
場
に
於
て
は
曹
蓮
硫
酸
椅
子
が
製
造
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
｡

間
葉
組
織
と
慨
格

･T
マ
ン
ド
ラ
湖
畔
の
霞
石
砂
の
採
収
は

ム
ル

マ
ン
蛾

道
の
殖
民
部
主
よ
-
七

管
班
せ
ら
れ
て
屠
る
｡
此
の
地

方
は
霧
石
を
無
際
限
に
供
給
し
得
る
.
原
地
渡
し
の
収

餌
式
班

三
吉

三

六

東
低
格
は

一
噸
九
留
で
あ
る
｡

レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
は

運
賃
共
十
八
留
､

モ
ス
コ
-
で
は

二
十

一
留
'
ア
ス
ト

ラ

バ
ン
で
は
二
十
九
留
に
L･B
る
｡
漢
隻
及
倫
敦
に
抽
出

さ
れ

る
慣
格
は
噸
に
つ
き
二
十
九
留
に
な
る
で
あ
ら
う

輸

出

霞
石
砂
の
抽
出
は
可
能
で
あ
る
､
既
に
英
｡価
･燭
及

ラ
ト
ダ
イ
ア
及

ス
カ
ン
デ
ナ
ビ
ヤ
諮
問
か
ら
帽
州骨
が
水

化
｡
訳
に

〓
亀
の
貨
車
積
は
見
本
だ
し
て

エ
ス
ト

ニ
ヤ

に
造
ら
れ
た
.牌

嚢

の

漁

想

霞
看
閃
長
岩
が
提
供
す
る
新
し
き
錬
物
原
料
を
相
子

工
業
に
利
用
す
る
7̂J
l試
ふ
問
題
は
現
今
で
は

1
部
離
決

さ
れ
た
ビ
す

べ
き
で
あ
る
.
霞
石
か
ら
上
等
の
網
子
が

程
ら
る
～
や
否
や
の
問
題
を
囲
立
陶
器
試
倣
所
が
研
究

し
て
屠
る
｡
然
し
こ
の
問
題
を
解
-
上
に
次
の
事
情
が

妨
害
し
て
居
る
｡
即
ち
霞
石
閃
長
岩
中
の
地
分
は
柵
子

及
陶
器
の
好
い
碓
粗
に
封
す
る
頗
準
が
許
す
銭
の
含
有

量
よ
･Jl
も
大
な
る
こ
亡
で
あ
る
｡
所
謂
メ

ハ
ノ
ブ
ル
'

(
M
e
ch
an
o
b
r)
即
ち

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
在
る
有
用
鋭

物

の
,物
班
的
試
脇
朗
の
漁
僻
的
試
腺
に
依
る
ビ
霞
有
閑



長
岩
中
の
蛾
分
を
安

い
轟
式
の
精
錬
法
で
有
利
に

一
%

一
入
ま
で
減
少
す
る
軍
が
出
凍
る
.fJ
苛
明
さ
れ
た
｡
磁

気
分
離
法
は
汰
鋸

の
蛾
分
を
〇
%
六
七
迄
少
-
す
る
｡

是
に
於
て
電
束
調
達
の
高
憤
な
こ
亡
に
往
き
常
る
の
で

あ
る
然
し
て

一
度
焼
床
附
鑑
の
地
で
電
束
を
安
-
得
る

革
が
可
能
な
る
に
到
ら
ぽ
こ
の
問
題
は
仝
-
和
合
よ
-

邪
決
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡
電
着
が
長
石
だ
甚
だ
よ
-
似

て
屠
る
こ
E
は
前
者
を
後
者
の
補
充
晶
F'J
L

で利
用
す

る
の
可
能
な
る
事
を
示
し
て
居
る
｡
況
ん
や
露
酉
誼
に

は
有
名
な
長
石
の
規
減
所
は
明
ら
か
で
無

い
に
お
や
で

あ
る
0

陶

器
工
業
に
封
し
て
も
亦
鎖
の
な

い
原
料
は
必
要
で

あ
っ
て
､
か
ゝ
る
も
.の
を
得
る
革
に
成
功
し
た
時
に
は

陶
器
に
霞
石
を
利
用
す
る
こ
ど
な
期
待
し
程
る
の
で
あ

る
0他

の
地
方
に
於
け
る
霞
石
産
地
の
薯
際
的
利
用
を
攻

究
す
る
こ
ど
も
必
要
で
あ
る
｡
著
し
い
賦
布
地
の

一
例

は
洞
光
石
閃
長
岩
ビ
ミ
ヤ
ス
ク
岩
の
在
る
イ
ル
メ
ソ
川

で
あ
る
0

叉
聾
土
を
多
-
含
ん
で
ゐ
る
か
ら
霞
石
は
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
を
含

ん
だ
化
嘩
製
品
例

へ
ば
硫
酸
ア
ル
ミ
一州
ク

ム

及
明
聾

の
製
造
に
対
し
て
興
味
あ
る
研
究
物
で
あ
る
｡

硫
醸
ア

ル
ミ
ニ
ウ

ム
及
明
於
は
織
物
工
業
に
於
て
は
原

料
を
浸
数
す
る
に
使
用
せ
ら
れ
､
皮
革
工
業
に
於
て
は

皮
革
の
精
製
に
色
素
工
業
に
於
て
は

ニ
ス
の
鋼
製
に
､

製
紙
工
業
に
於
て
は
紙
を
勝
者
せ
し
め
る
用
途
の
あ
る

も
の
で
あ
る
｡

本
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N
ephetin
,

(Z
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G
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L
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I.
)929
抑
織
)
な
谷
口

工

堺
士
の
騨
出

し
た
-
の
で
あ
る
が
､
銀

牌

挙

上

又

は
岩
石
挙
上
捌
疎
め
る
擬
石
が

究
川
的
僻
他
の
あ
る
こ
と
の
明
か
に
な
っ
た
の
は
背
し
い
邸
柄
で
わ

t<･O
虹
に
朝
鮮
江
原
泣
に
は
大
山
挑
み
成
し
て
厨
る
結
石
閃
混
米
が

あ
り
叉
本
絹
に
解
け
て
あ
る
棟
に
樺

太

に
も
同
紫
が
あ
る
と
す
れ
ば

エ
柴
池
川
拘
料
と
し
て
=
の
栄
石
は
充
分

.1
粥
究
す
る
封
が
あ
る
と

借
す
る
｡
(
中
村
)

mi布の
性
状
と

共
川
虫

蚤
証

三
七


